
単位：ｔ

年度 収集 直搬 小計 収集 直搬 小計 収集 直搬 小計 収集 直搬 小計

2 27,760 21,613 49,373 1,947 1,426 3,373 1,295 275 1,570 2 165 167 54,483

3 26,953 21,702 48,655 1,718 1,326 3,044 1,273 240 1,513 1 151 152 53,364

4 26,784 21,636 48,420 1,584 1,296 2,880 1,193 222 1,415 0 215 215 52,930

5 25,550 21,477 47,027 1,523 1,332 2,855 1,159 198 1,357 0 204 204 51,443

6 24,719 21,123 45,842 1,427 1,306 2,733 1,162 173 1,335 0 156 156 50,066

単位：ｔ

※原単位計算方法：

小型家電 　ごみ総排出量÷人口÷365日（閏年は366日）
ﾎﾞｯｸｽ分

2 1,129 866 354 261 1,207 8 3,825 584 395

3 982 825 344 240 1,181 11 3,583 567 396

4 872 783 342 234 1,089 10 3,330 561 398

5 754 728 353 225 1,076 9 3,145 540 399

6 660 688 371 252 994 9 2,974 529 398

単位：ｔ

リサイクル率

（％）

小型家電 小型家電 プレス鉄 プレスアルミ 他金属 カレット残渣

ﾎﾞｯｸｽ分 ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ分 （スチール缶） （アルミ缶）

2 1,129 866 354 261 1,207 8 0 650 141 171 894 - 1,714 - 10,120 17,515 30.0

3 982 825 344 240 1,181 11 0 585 136 169 784 - 1,670 - 9,934 16,861 29.6

4 872 783 342 234 1,089 10 0 600 121 169 742 - 1,463 765 8,582 15,772 28.0

5 754 728 353 225 1,076 9 0 600 121 155 708 - 1,544 1,525 8,312 16,110 29.5

6 660 688 371 252 994 9 0 528 101 156 666 - 1,570 1,565 8,345 15,905 30.0

※古紙・ペットボトル・プラスチック製容器包装・紙製容器包装は、直接搬入分を含む。
※びん・缶・ペットボトル・紙製容器包装は、資源ごみ拠点回収施設の回収量を含む。
※リサイクル率＝資源化量（Ｄ）／ごみ総排出量（Ｃ）×１００

（参考）

年度 ガレキ類 破砕残渣 焼却残渣

2 167 1,778 4,201 6,146 年度 生活系ごみ 事業系ごみ

3 152 1,587 4,423 6,162 5 606 333

4 215 1,457 3,216 4,888 6 595 332

5 204 784 2,985 3,973

6 156 379 2,858 3,393

令和6年度総括表

１　ごみ排出量

燃やせるごみ 燃やせないごみ 資源ごみ（びん・缶） 埋立地
合計A

資　源　物　（　回収　）
合計 Ｂ

ごみ総排出量　C

プラ容器 Ｃ＝Ａ＋Ｂ

原単位（ｇ/人・日）

収集 直搬 合計集団回収 古紙回収 ペットボトル 紙製容器

58,308

56,947

56,260

54,588

979

963

959

939

53,040

２　リサイクル率

資　　源　　物

合計D
回　収　（　再　掲　） リサイクルプラザ資源物 焼却場資源物

927

Ｄ／Ｃ

３　最終処分量 単位：ｔ

年度 集団回収 古紙 ペットボトル 紙製容器 プラ容器 発電に寄与したごみ

最終処分量
合計

カレット スラグ 飛灰

※生活系ごみの総排出量＝ごみの総排出量 - 事業系ごみ

927

合計

939

原単位（ｇ/人・日）

※事業系ごみの総排出量＝燃やせるごみ直搬 - 家庭からの搬入分（R5：2,130ｔ、R6：2,142t）

資料１

3753
長方形
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単位：t 

令和６年度ごみ総排出量の内訳 

 

燃やせるごみの５年間の推移 

単位：t 

資料１-2 

燃やせるごみ

45,842 t

燃やせないご

み2,733 t

資源ごみ

1,335 ｔ

埋立地

156 ｔ

資源物

2,974 ｔ

44,000

45,000

46,000

47,000

48,000

49,000

50,000

R2 R3 R4 R5 R6

49,373 

48,655 
48,420 

47,027 

45,842 
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燃やせるごみのうち 

 収集ごみの５年間の推移 
燃やせるごみのうち 
直搬ごみの 5 年間の推移 

単位：t 

27,760 

26,953 
26,784 

25,550 

24,719

23,000

23,500

24,000

24,500

25,000

25,500

26,000

26,500

27,000

27,500

28,000

R2 R3 R4 R5 R6

21,613 
21,702 21,636 

21,477 

21,123

18,000

18,500

19,000

19,500

20,000

20,500

21,000

21,500

22,000

22,500

23,000

R2 R3 R4 R5 R6

単位：t 
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リサイクル率 

 

単位：％ 

1 人 1 日当たりのごみ総排出量 

979

963

959

939

927

900

910

920

930

940

950

960

970

980

990

R2 R3 R4 R5 R6

30

29.6

28

29.5

30

27

27.5

28

28.5

29

29.5

30

30.5

R2 R3 R4 R5 R6

単位：g/人日 
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 1 人 1 日当たりのごみ排出量 
（収集ごみ） 

1 人 1 日当たりのごみ排出量 
（直搬ごみ） 

単位：g/人日 単位：g/人日 

395 396
398 399 398

350

360

370

380

390

400

410

420

R2 R3 R4 R5 R6

584

567

561

540

529

500

510

520

530

540

550

560

570

580

590

R2 R3 R4 R5 R6

＜分析＞ 

家庭系・・・人口減少（生産年齢人口減）及び高齢化に加え、講習会等の３Ｒ施策の浸透による効果。 

事業系・・・ごみ搬入時の監視強化及び文書指導、ごみ減量・リサイクル促進に関するチラシの配布や研修会の実施など、適正

排出に向けた啓発等を実施。近年、排出量は微減。 

 


